
















































導入され、大学教育課程は 8 年制になっている。学生は第 1 期で 3 年間の科目履修をすると学士
号を取得できる。さらに第 2 期に進んで 2 年間の研究を続けると修士号を取得することができる。













いない。法学部の最初の 2 年間では公法と私法の基礎教育を受け、続く 2 年間すなわち学士課程
3 年生と修士課程 1 年生のときに専門分野の法学教育を受ける。その後、法曹養成校に移って実
務家になるための修習を受ける。この大学教育から職業教育に移る法曹養成校の入学試験が学生
にとっては突破しなければならない関門になる。弁護士になるには全国に 11 校ある弁護士学校
に入って 1 年半の初期修習を受ける。裁判官と検察官のことを指す司法官になるには全国に 1 校
しかない国立司法学院に入って3年間の初期修習を受ける。その後も継続的な修習を積んでいく。
　したがって法曹を目指して法学を専攻する場合、学生は入学から 4 年後以降に受ける法曹養成




6 年間の薬学教育がすべて大学で行われる。1 年生の後半に選抜試験があり 2 年生に進級できる
者は約 3 分の 1 に絞られる。2 年生から薬学独自の専門教育を受けながら薬局などでの研修も積






とには変わりがない。医学教育も 6 年制で学生は 2 年生ないし 3 年生で基礎医学を修め学士号を、
続く 4 年生ないし 6 年生で医学全般を学び修士号を得る。学年の終わりには論文を作成するほか
卒後研修を決めるコース選抜試験を受ける。獲得した点数により学生はさらに 3 年間のトレーニ




























































　パリ東クレテイユ大学の医学部 2 年生に対する歓迎会は 2016 年に取り止めになった。それは
直前に次のような前年の度を越した行為が発覚したためである。歓迎会の主催者は学生団体の 3











　ノルマンディーの街カーンにある医学部の新入生歓迎会の場合も同様である。2017 年 10 月、
































　2018 年 9 月にはフランス南西部のトゥールーズにある看護学校の羽目を外した大騒ぎが
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には反復性があることを前面に押し出して学長に告発した。2016 年 1 月、当該教員に対し 1 年
半の間、給料の半額への削減のほか学生の教育及び指導の禁止という懲戒処分が下された。リー





　北西フランスにあるレンヌ第 2 大学では 2016 年、女性教員 2 名が同僚の男性教員 3 名からセ
クシャル・ハラスメントを受けたとして名乗り出た。その告発を受けた人事部長と産業医は正式
な会議にかけた上で学生からの聞き取り調査を実施した。同年 5 月、懲戒委員会は学生の証言を
得て教員 1 名のセクシャル・ハラスメントを認定し、2 年間は昇進などを停止させ最終的には免
職とした。しかし残る教員 2 名についてはセクシャル・ハラスメントと特定しうる事実を確認で
きないとした。もっとも事件はそこで収まらず、2017 年 1 月、博士課程の女子学生が指導教授
を性的侵害と強姦の疑いで訴えた（17）。
　ⅳ　ポワチエ大学










ヨン第 2 大学の懲戒委員会は 2018 年 4 月、当該教員が博士論文の指導をする際に権限を濫用し
てセクシャル・ハラスメントを行ったと認定した。その結果、当該教員は 12 か月にわたる教育





仕組みのあったことを指摘している。1980 年代に遡る沈黙の文化が 2010 年代まで続いていた。

























当該教授は 2005 年から 2007 年にかけて女性 5 名と男性 1 名から屈辱的、性差別的、性的な発言
や暴言を繰り返すハラスメントをしたことを理由に訴えられていた。当該教授は「自分は陰謀の
被害者だ」と反論していたが、すでに懲戒手続きを経て 2009 年に退職していた。裁判所は原告
2 名について被害の訴えを認めたが、残る 4 名については訴えを認めなかった（22）。
　ⅱ　ブレスト大学





















　世界最先端の研究を進めている大学でも騒動がある。グルノーブルのメディアが 2018 年 9 月
3 日付で「グルノーブル・アルプ大学の教授は『策略』の被害者か、それとも刑法より上にいる
のか」という記事を掲載すると、2 日後の同月 5 日付で批判された教授が「グルノーブル・アル
プ大学における職場のモラル・ハラスメントの恐怖」と題する反論文をネット上で公開した。こ
のやり取りは同年 7 月 10 日付の全国高等教育研究機関会議の決定に対し、フェミニスト団体等





るところによれば、学部内が荒れた 2011 年から 2013 年にかけて学部長の職を辞すように圧力を









































いる。2017 年 1 月 27 日の法律（28）により改正された刑法典法律 225-16-1 条は次のように定める。
　「暴力、威嚇、性的暴行の場合を除き、学校、スポーツ及び社会教育の場に関連した行事又
は集まりにおいて、その意に反するか否かにかかわらず、他者に恥辱的若しくは品位を落とす
ことをさせ又は過剰なまでにアルコールを摂取させることは、禁錮 6 か月及び罰金 7,500 ユー
ロに処する。」












　先述のレンヌ大学の学生の死亡を受けた 2017 年 10 月、高等教育相は「祭イベント及び集まり
の実施に関する学生必携書」と題されたガイドブックを作成した。さらに全国学生 9 団体（31）と






教育機関及び大学区本部が協力することである」と謳った後に本文 4 か条が続く。第 1 条は学生














　上記の注意事項 4 点は 2011 年のものである。第 1 の自己点検や自浄作用に期待する仕組みは
先に見たクレテイユ大学やカーン大学の歓迎会が悪質ないじめの現場に変質していたことを想起
すると、あまり機能していないようである。実際、いじめの中止をもたらしたのは、学生団体に
















































































につき従前より相談室を開設していた大学もあったが、2017 年段階でその数は約 20 と決して多




3 月 19 日にはパリ・ドフィーヌ大学において「高等教育における性差別的性的暴力をストップ
する」活動が立ち上げられ（48）、同月 27 日には高等教育相主催の行事において「セクシャル・ハ
ラスメントの予防と対策」がテーマの 1 つに設定された（49）。


































行う場合」、そのような言動をした者は禁錮 2 年及び罰金 30,000 ユーロに処される。










者をハラスメントすることは、禁錮 2 年及び罰金 30,000 ユーロに処する。」
　さらに国立大学などの教職員間のモラル・ハラスメントを禁止する規定は前記 1983 年 7 月 13














は労働法典法律 1152-1 条ないし 1152-6 条に置かれている。
　ⅲ　通　達
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Abstract
 The main purpose of this paper is to provide an overview of the issue of hazing and harassment in 
French Higher Education Institutions.  The author also examines the countermeasures that have been put 
in place according to the French legal framework. 
 Three cases of hazing and harassment as presented in the media were analyzed.  The first case in-
volved forced over-drinking and humiliation initiation tactics against new students.  In addition to drawing 
attention to the fact that hazing is unlawful, the Ministry of Higher Education has also implemented a 
code of conduct charter that university student association members are now required to follow.  The sec-
ond case was one of sexual harassment of female students by male teachers, who were found to have 
abused their faculty status.  In response to this, the Ministry now requires all universities to implement 
harassment prevention measures.  The third case examined psychological and moral harassment among 
university staff and faculty.  A general definition of moral harassment is defined under French law, and 
the courts have worked to enforce it with a view to improve the health and safety of all university staff 
and faculty. 
 Finally, all three of these cases of hazing and harassment were found to be prohibited under the 
French Criminal Code, which legislates that all citizens are entitled to respect and value.
Hazing and Harassment in French Higher Education Institutions
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